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「Youth Post・ユースポスト」とは、青年の活動や想いが全国に届く
ことを願って、Youth・ユース（青年）とPost・ポスト（郵便物）
を組み合わせたものです。本紙は、青年や青年団が全国でいきいきと
活躍する姿を伝える日本青年団協議会の機関紙・広報紙です。
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青年世代の私たちにできること（福島県会津若松市）
今できる形で学ぼう（静岡県静岡市）
地元で献血ボランティア（岡山県岡山市）

青年世代の私たちにできること（福島県会津若松市）
今できる形で学ぼう（静岡県静岡市）
地元で献血ボランティア（岡山県岡山市）

青年世代の私たちにできること（福島県会津若松市）
今できる形で学ぼう（静岡県静岡市）
地元で献血ボランティア（岡山県岡山市）

子どもとつながる、社会とつながる子どもとつながる、社会とつながる子どもとつながる、社会とつながる

福島第一原子力発電所。写真提供：（一財）消防防災科学センター　https://www.isad.or.jp/

キャピタルホテル1000（2011年５月20日、松尾直泰局員が岩手県陸前高田市を訪問時に撮影）
2014年２月、宮城県大船渡市「災害は忘れた頃にやってくる」。
写真提供：（一財）消防防災科学センター　https://www.isad.or.jp/

2013年度日青協第２回理事会は福島県で開催。理事会後に県内でフィールドワークを行う。

2013年１月、桜ライン311の植樹の様子。

2015年１月、災害臨時ＦＭ放送局のりんごラジオ。



本
連
載
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
教
育
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
人
と
の
コ
ラ
ボ
を
行
い
、
社
会
教
育

・
青
年
教
育
・
公
民
館
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。連

載
最
終
号
と
な
る
本
号
で
は
、若
者
文
化
研
究
所
代

表
の
西
村
美
東
士
氏
に
こ
れ
ま
で
の
連
載
を
踏
ま
え

て
、地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
い
て
若

者
や
行
政
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
コ

ラ
ボ
す
る
の
か
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

社
会
教
育
と
は
、
人
々
の
暮

し
と
仕
事
に
根
ざ
し
、
学
び
、

共
に
支
え
合
う
一
人
ひ
と
り
の

自
治
活
動
で
す
。
青
年
団
は
、

地
域
や
社
会
へ
の
視
野
の
拡
大

を
促
し
、
若
者
を
育
て
る
社
会

教
育
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
本
特
集
第
１
回
で
、

近
藤
氏
は
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
」
と
し
て

の
役
割
を
青
年
団
に
期
待
し
、

第
２
回
の
小
山
氏
は
青
年
団
の

経
験
を
生
か
し
た
地
域
住
民
を

巻
き
込
む
町
長
と
し
て
実
践
に

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

青
年
団
は
、
社
会
教
育
と
し

て
の
特
質
を
い
く
つ
も
も
っ
て

い
ま
す
。
青
年
団
を
通
じ
た
地

域
の
仲
間
づ
く
り
、
活
動
を
通

し
た
地
域
・
社
会
へ
の
参
画
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創

造
、
生
き
る
楽
し
み
の
創
造
と

交
流
。
こ
れ
ら
が
盛
り
込
ま
れ

た
活
動
は
個
人
の
枠
組
に
と
じ

こ
も
ら
ず
、
周
囲
や
社
会
と
の

関
係
づ
く
り
を
促
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
社

会
教
育
が
軽
視
さ
れ
、
青
年
団

活
動
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
青
年
団
協
議
会
主
催
の

全
国
青
年
問
題
研
究
集
会
（
以

下
、
全
国
青
研
）
で
は
「
目
の

前
に
い
る
相
手
の
表
情
や
声

色
、
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
相

手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
な
が

ら
行
う
語
り
合
い
」
の
重
要
性

が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
行
政
と
の
連
携
に
お
い

て
は
、
活
動
の「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
公
共
的
意
義
を
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
て
、
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
全
国
青
研
に

参
加
し
た
青
年
団
員
の
な
か
に

は
、
自
己
啓
発
本
を
読
み
「
仕

事
、
子
育
て
、
青
年
団
（
会
）

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
居
場

所
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し

ん
で
き
た
」
人
が
、
県
の
充
て

職
な
ど
の
動
員
に
振
り
回
さ
れ

た
末
、
「
自
分
の
身
の
振
り
方

で
周
り
の
人
生
を
か
き
乱
す
の

に
疲
れ
た
」
と
い
う
悩
み
や
ギ

ャ
ッ
プ
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
団
員
個
人
の
生
き
方

を
犠
牲
に
す
る
活
動
は
、
今
日

の
社
会
に
馴
染
ま
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
青
年
団
は
、
今

日
、
個
人
の
多
様
性
を
認
め
る

数
少
な
い
場
で
す
。
個
人
を
尊

重
し
た
上
で
の
他
者
と
の
出
会

い
と
参
画
・
協
働
こ
そ
が
、
世

界
を
広
げ
、
自
己
啓
発
本
以
上

の
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
て

い
ま
す
。

以
前
、
関
わ
っ
た
栃
木
県
佐

野
市
の
「
生
涯
学
習
推
進

基
本
構
想
」
で
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
①
「
地

域
で
自
分
を
生
か
し
た

い
」
、
②
「
自
分
を
打
ち

出
し
た
い
」
、
③
「
地
域

に
生
き
る
」
、
④
「
自
分

を
見
つ
け
た
い
」
の
４
つ

の
地
域
活
動
の
傾
向
を
抽

出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

①
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
活

動
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
」
、

②
に
は
「
自
己
診
断
カ
ル

テ
の
作
成
」、
③
に
は「
地

域
を
知
る
機
会
や
多
世
代

交
流
の
場
の
提
供
」
、
④

に
は
「
居
場
所
・
出
会
い

の
場
の
提
供
」
を
提
唱
し

ま
し
た
。
生
涯
学
習
や
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
い

て
は
、
そ
の
よ
う
に
意
図

し
、
意
識
化
す
る
こ
と
で

青
年
団
活
動
に
大
き
な
転

換
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
青
年
は
お
互

い
に
自
分
ら
し
さ
を
認
め

合
い
、
支
え
合
い
、
は
ぐ

く
み
あ
う
、
と
い
う
多
様

性
の
時
代
に
生
き
て
い
る

の
で
す
。

本
連
載
は
こ
れ
で
終
了

と
な
り
ま
す
。
一
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
編
集
部
）

西村 美東士 氏

違いを認め育む

（若者文化研究所代表）

No.３

に
し
む
ら
・
み
と
し
。
若
者
文
化
研
究
所
代
表
。

東
京
大
学
教
育
学
部
卒
業
後
、
東
京
都
社
会
教
育
主
事
と

し
て
青
年
の
家
勤
務
。
そ
の
後
、
国
立
社
会
教
育
研
修
所

等
を
経
て
、
平
成
３０
年
４
月
に
聖
徳
大
学
教
授
を
退
職
。

退
職
後
は
、
板
橋
区
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
、
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
。
専
門
は
社
会
教
育

学
、
青
少
年
教
育
学
。


